赤い羽根共同募金

平成27年度一般募金に係る広域公募助成事業
（平成27年度募金・平成28年度助成）
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　社会福祉法人　大分県共同募金会
助成金交付決定後の事務手続き

１　事業の着手
（１）被助成者に助成金交付決定書を交付した本日（平成２８年４月２６日）から事業に着手していただくこととなりますので、事業実施時期が設定されている場合やすぐに事業に着手できない理由が生じた場合を除き、速やかに事業に着手してください。
総事業費の４分の１に相当する額は、自己負担となっていますので、助成額
が総事業費の４分の３を超える場合には、超えた額については請求できませんのでご注意ください。

事例１…助成額は申請時より減額されたが、当初の金額で機器を購入した場合
機器の代金　　　　　　　　２６０,０００円（税込み）
内　訳　　助成申請額　１９０,０００円

　　　　　　（260,000円×3／4＝195,000…万円未満切り捨て)

　　　　　　　 （当初）　 自己負担額　　７０,０００円
助成金が１７０,０００円に減額決定した後の内訳

機器の代金　　　　　　　　２６０,０００円

内　訳　　助成決定額　１７０,０００円

　 （変更） 　自己負担額　  ９０,０００円　(20,000円の増加)
この場合、本会への請求額は助成金交付決定額と同額の１７０,０００円となります。


事例２…助成額が減額されたため、機器の質を下げて購入した場合
助成額が、申請額の１９０,０００円から１７０,０００円に減額されたことにより、自己負担額を小さくするため、２６０,０００円の機器の質を落として仕様が同じ２１０,０００円の機器を購入した事例
　　　   機器の代金　　　　　　　　２１０,０００円

内  訳　　助成決定額　１７０,０００円

　 （変更）　 自己負担額　  ４０,０００円　(30,000円の減)

　　　　この場合、２１０,０００円×３／４＝１５７，５００円となりますので、助成額は減額し、請求できる金額は１５０,０００円となります。
　　　　（万円未満切捨て）　
（２）機器の購入、施設の整備、会報等を印刷する場合は、業者により価格に差があるので、必ず３社から見積書を取って購入してくだい（※３社の見積書の写を提出）。
　　　助成対象となるものを１社しか取り扱っていない場合は、業者にその旨を見
積書に記載してもらってください。
（記入例：「この製品は、当社のみが制作しています。」）
（３）助成対象となるものは、本会配分委員会においてその申請内容に基づき緊急
　性及び必要性があると判断して決定したものですので、原則として事業内容の変更は認められません。仮に事業内容の変更を行う場合は、申請段階の事業趣旨に反しない範囲内に限って認めることになりますので、この場合は本会に事前にご相談ください。

事業が完了した段階で、本会の承認がなく、事業の内容が当初の申請と明らかに異なることが判明した場合には、助成金の交付決定を取り消すか、交付後は、助成金の返還を求めることになりますので、申請内容と異なる場合が生じたときには、速やかに本会にご相談ください。
２　赤い羽根共同募金のＰＲ
（１）印刷物の場合
　　①　助成金により会報等を発行する場合には、表紙等の下側に下記記載例を参考にして印刷するとともに、研修会、会議等の席上において、参加者にその内容を伝えてください。

②　赤い羽根マークは、大分県共同募金会ホームページでコピーが可能です。


　　　＜記載例：冊子、会報等の印刷物の場合＞
　　　　この○○の製作経費の一部に赤い羽根共同募金の助成金が

充てられています。
　　　　　　　　　　　　このロゴマークを必ず表示してください。
（２）機器等の場合
　　　下記の「Ａ備品シール」（または「Ｂ備品シール」）を、目につきやすい箇所に貼ってください。
（３）施設整備の場合

　　　赤い羽根共同募金による助成を受けた施設・団体であることを明示するため、
　　　下記シールの「Ｃ出入口シール」を建物等の出入口（目につきやすい場所）に貼ってください。
（４）「Ｃ出入口シール」は、全ての被助成団体において貼ってください。
（５）説明会終了後にシールをお渡ししますので、用途に応じてお申し出ください。






３　事業の完了
　　助成事業が全て完了し、業者への支払が終了した段階で、完了報告書（様式１）を提出してください。なお、助成事業は遅くとも平成２９年２月中旬までに完了し、２月末までに必ず完了報告書を提出してください。印刷物を３月にも発行を予定している場合は、一旦２月中に完了報告書を提出し、この際、完了報告書の「事業内容欄」末尾に「３月発行分は発行後提出する」旨を記入（様式１記入例）してください。
完了報告書（様式１）には下記の関係書類を添付してください。
＜添付書類＞
1  清算書（様式２）総事業費の支出に伴う業者の請求書（写）・領収書（写）
2  ありがとうメッセージ（様式３）
3  請求書（様式４）
4  写真
・助成対象物件、又は事業を実施している風景写真

・物件の場合…赤い羽根ステッカーを貼付したものとします。

・写真はコピー機で印刷したものは不可。印画紙のものとします。

　・機器、施設整備に係る写真については、本会のホームページの「ありがとうメッセージ」で掲載することとしていますので、助成対象箇所の写真と全体の写真とし、可能な限り利用している様子を撮影したもので、公開できるものとします。公開不可の場合は、判りやすいところにその旨を必ず記載してください。
5  事業が印刷物の場合は成果物を必ず１部添付してください。
⑥　通帳の写し（名義人、口座番号を確認できるもの）
⑦　総事業費の支出に係る業者の見積書・請求書・領収書の写し

　・Ａ４判より小さい見積書・請求書・領収書はＡ４用紙に貼付してください。
各種様式は、本会ホームページからダウンロードできます。

＜大分県共同募金会＞で検索
　　
４　助成金の口座振込み　

　　完了報告書（様式１）の提出に合わせて請求書（様式４）を提出してください。
本会では完了報告書や請求書内容等を審査したうえで、助成金を指定口座に振り
込みます。口座振込みは「月末締めの翌月２５日振込み」としていますので、ご

承知ください。
また、助成金は、個人名義の口座には振り込みません。必ず団体名義の口座（無
い場合は、施設・団体名義の口座を新設）を指定してください。
５　領収書の提出　
助成金の入金をご確認後、速やかに「領収書」（様式５）を本会あて提出してください。

６　その他
（１）被助成団体への監査

助成事業の支払いは、団体の銀行口座を通じて行われているか、助成金が適

正に執行されているか、また、シール等の貼付がなされているか等について確
認するため、監査を行うこととしていますので、該当することとなった団体につ
いては、よろしくお願いします。

（２）機器・施設等の管理
  　　本会では、助成事業により取得した機器等については、最低５年間の管理期間を設定しています。利用価値がなくなり不要となった機器等については、本会と相談のうえ、処分することとなります。
（３）各種助成情報
　　　各種助成情報については、本会ホームページに適宜掲載しますので、ご活用ください。経費節減のために、団体への案内は行わないこととしていますので、ご理解願います。

助成金交付決定後の事務手続きについて
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Ａ：備品シール


３㎝ × ３㎝








Ｃ：出入口シール　２２㎝×９㎝





Ｂ：備品シール　


６.5㎝ × ６.5㎝
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